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抗腫瘍活性を示すクルクミン類縁体

水溶性を改善し、幅広い薬剤用途に使用可能

スパイスなどに含まれるクルクミンには、抗腫瘍活性をはじめとして、

抗炎症活性、抗心不全活性、抗菌活性、放射線防護作用などが

あることが知られている。発明者はこれまでに、抗腫瘍活性を増強さ

せたクルクミン類縁体（GO-Y-030など）の開発に成功しているが、

水溶性が低く、生体内有効性を改善できないという課題があった。

本発明で、発明者は、チオール基を持つ修飾糖質複合物を側鎖

に導入したクルクミン類縁体（GO-Y-199など）を開発し、上記課

題を解決した。

本発明で開示される化合物は、NF-κB、pSTAT3、β-カテニン、

及び脂肪酸シンセターゼの阻害作用を有する。さらに、HCT116細

胞の皮下移植により腫瘍を形成させたマウスを用いた実験において、

抗腫瘍活性を示すこと及び、体重減少などの悪影響を与えないこと

を明らかにした。加えて、MSTO-211H細胞を腹腔内に移植したマ

ウスを用いた実験においても、抗腫瘍活性を示すことを明らかにした

（右図）。
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